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H3C サーバー管理プラットフォーム概要



www.h3c.com 2

02

01

保証及びテクニカルサポート

サーバー管理プラットフォーム概要( U-Center )

03

サーバー関連日本語ドキュメントの紹介

0404 HDM04

04040404 CAS概要 / インストール08

サーバー管理プラットフォーム関連

UIS

04 iFIST / RAIDファームウェアのアップグレード05

04 UIS概要 / インストール07

CAS

04 Unisystem(旧FIST)06



www.h3c.com 3

サーバー関連日本語ドキュメント
□ ハードウェア
H3C サーバー製品 クイックガイドv1
H3Cサーバーオペレーティングシステムインストレーションガイド
H3C サーバー ストレージコントローラ ユーザーガイド
H3C サーバー ファームウェアアップグレードガイド
H3C サーバー トラブルシューティングガイド

□ HDM
H3C HDM テクニカルホワイトペーパー
H3C HDM ユーザーガイドV1.0

H3C HDM syslogメッセージ
H3C HDM2 テクノロジーホワイトペーパー

□ iFIST(有償)
H3C サーバー iFISTクイックスタートガイド
H3C サーバー iFISTユーザーガイド

□ UniSystem(無償:旧FIST)
H3C サーバー UniSystemユーザーガイド

注意：サーバー関連のドキュメントは更新が速いので、
バージョンアップなどされる場合には
最新の英語版を参照してください。

https://knowledge-jp.h3c.com/TechDoc/details/274
https://knowledge-jp.h3c.com/TechDoc/details/333
https://knowledge-jp.h3c.com/TechDoc/details/111
https://knowledge-jp.h3c.com/TechDoc/details/109
https://knowledge-jp.h3c.com/TechDoc/details/106
https://knowledge-jp.h3c.com/TechDoc/details/105
https://knowledge-jp.h3c.com/TechDoc/details/110
https://knowledge-jp.h3c.com/TechDoc/details/330
https://knowledge-jp.h3c.com/TechDoc/details/317
https://knowledge-jp.h3c.com/TechDoc/details/314
https://knowledge-jp.h3c.com/TechDoc/details/315
https://knowledge-jp.h3c.com/TechDoc/details/329
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サーバー関連日本語ドキュメント
□ U-Center

H3C U-Center 2.0

□ UIS

H3C UIS HCI クイックスタートガイド
H3C UIS HCI マネージャーインストレーションガイド

□ CAS

H3C CAS CVM クイックスタートガイド
H3C CAS CVM インストレーションガイド
H3C CAS CVM ユーザーガイド(オペレーションセンター編) 

H3C CAS CVM ユーザーガイド(クラウドサービスの管理編) 

H3C CAS CVM ユーザーガイド(コンテナエンジンサービス編) 

H3C CAS CVM ユーザーガイド(システムの運用と保守編) 

H3C CAS CVM ユーザーガイド(システム管理編) 

H3C CAS CVM ユーザーガイド(リソース編)

https://knowledge-jp.h3c.com/TechDoc/details/7
https://knowledge-jp.h3c.com/TechDoc/details/299
https://knowledge-jp.h3c.com/TechDoc/details/93
https://knowledge-jp.h3c.com/TechDoc/details/298
https://knowledge-jp.h3c.com/TechDoc/details/292
https://knowledge-jp.h3c.com/TechDoc/details/303
https://knowledge-jp.h3c.com/TechDoc/details/301
https://knowledge-jp.h3c.com/TechDoc/details/300
https://knowledge-jp.h3c.com/TechDoc/details/304
https://knowledge-jp.h3c.com/TechDoc/details/302
https://knowledge-jp.h3c.com/TechDoc/details/306
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サーバー関連日本語ドキュメント
□ CAS

H3C CAS CVM ステートフルコンフィギュレーションガイド
H3C CAS CVM システムバックアップおよびリストア設定ガイド
H3C CAS CVM リソーススケールイン スケールアウト設定ガイド
H3C CAS CVM VM構成チューニングガイド
H3C CAS CVM VM バックアップおよびリストア設定ガイド
H3C CAS 外部VMからの移行とバックアップ

https://knowledge-jp.h3c.com/TechDoc/details/321
https://knowledge-jp.h3c.com/TechDoc/details/332
https://knowledge-jp.h3c.com/TechDoc/details/331
https://knowledge-jp.h3c.com/TechDoc/details/305
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サーバーハードウェア
1U 2U 4U

4P

2P

1P

R4700 G6/G7(1U2P)

R4900 G6/G7(2U2P)
R4900 G6 Ultra(2U2P)

R4950 G6/G7(2U2P)

R6700 G6(2U4P)

R4300 G6(4U2P)

R4500 G6(4U2P)

R6900 G6/G7(4U4P)

R3950 G6/G7(2U1P)

青字(Intel)

ブレードサーバ

B5700 G6(1U2P Half Width)

B16000 BladeSystem(12U)

黒字(AMD)※ G7 Server：25Q2 リリース予定
P: Processor, U: Unit

※ UniServer 製品情報ページ

https://www.h3c.com/jp/Products_and_Solutions/Intelligent_Computing/Computing/
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サーバーハードウェア
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サーバーハードウェア管理ツール

管理ツール

単体サーバーの
ライフサイクル管理

iLO iDRAC HDM
(Hardware Device 

Management)

サーバークラスターの
ライフサイクル全体の管理

Oneview OpenManage UniSystem
(旧FIST)

全製品インテリジェントな
運用および保守
プラットフォーム

- - U-Center(有償)
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U-Centerはサーバーを含めたネットワーク機器の監視、運用、保守

携帯電話ネットワーク(データSIM) インターネット
WiFi 及び LAN

U-Centerプラットフォーム
テクニカルサポートにて監視、保守
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U-Centerはサーバーを含めたネットワーク機器の監視、運用、保守
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H3Cサーバーの統合管理ポートフォリオ

HCI(Hyper-Converged Infrastructure)
UIS

HDM

Unisystem
サーバー
（旧FIST）

HDM HDM

仮想化アプリケーション
CAS

クラスター構成

リモート監視、保守
U-Box

iFIST iFIST iFIST

HDMはHardware Device Managementの略でハードウエア+ファームウェア
iFISTはintegrated Fast Intelligent Scalable Toolkitの略でハードウエア+ファームウェア
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HDM、iFIST、Unisystemの役割分担

HDM iFIST

システムのインストール
インテリジェントな診断

•Server Diagnostics
•Memory Smart-Test

コンフィギュレーション管理
•Import configuration
•Export configuration 
•ACS configuration

ログのダウンロード
ファームウェアの更新
安全なデータ消去

ハードウェアの管理
サーバーのハードウェアを管理できます。
ハードウェア障害の監視と診断
サーバーのハードウェアの状態を監視し、障害が発生
した場合の診断を支援します。
各種インターフェース
Web GUI、テキストコンソールなど、様々なインター
フェースを通じてサーバーの状態を把握できます。
セキュリティ機能
ハードウェアの暗号化や、仮想マシンの暗号化など、
セキュリティ機能を強化します。

Unisystem
UniSystemはHDMを利用して、サーバーの状態監視やリモート管理を行い、さらに
「LastestREPO」機能を活用して、HDMやBIOSのファームウェアを最新のバージョンに更新するこ
とが可能です。また、サーバーの設定をテンプレート化し、複数のサーバーに一括適用することもで
きます。
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サーバーの統合管理ポートフォリオ

UnisystemとHDMの関係
H3C UniSystemは、H3Cのサーバー管理プラットフォームであり、HDM（Hardware Device Management）と密接
に関連しています。UniSystemは、HDMを通じてサーバーのハードウェア管理を行い、BIOSやファームウェアの
更新を自動化する機能を提供します。

具体的には、UniSystemはHDMを利用して、サーバーの状態監視やリモート管理を行い、さらに「LastestREPO」
機能を活用して、HDMやBIOSのファームウェアを最新のバージョンに更新することが可能です。また、サーバーの
設定をテンプレート化し、複数のサーバーに一括適用することもできます。

HDM (Hardware Device Management)
概要: サーバ、ストレージなどの物理リソースを管理するためのツール。
特長:
直感的なGUIでデバイスのリアルタイムな管理が容易。
設定やモニタリングの集中管理が可能。
ネットワーク性能の最適化とトラブルシューティングを支援。
ハードウェアのファームウェアアップデートやデバイス構成を自動化。
リモートKVM（Keyboard, Video, Mouse）をサポートし、デバイスのリモート操作が可能。

連携の強み
UniSystemとHDMは連携して、サーバーの管理を効率化し、運用の負担を軽減する役割を果たしています。
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H3Cサーバーファームウェアの名前と機能

CPLDはComplex Programmable Logic Deviceの略
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H3Cサーバーファームウェアのバージョンアップ

G3サーバーの場合、UniSystemまたはiFISTを使用してBIOSを更新しないでください。BIOSを現在のバージョンとは異なるシ
リーズのバージョンに更新するには、注意が必要ですからテクニカルサポートにお問い合わせください。
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GartnerレポートでのUIS (HCI)のランク
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製品カテゴリー 詳細 保証タイプ 保証期間

ネットワーク製品

SOHO スイッチ (S1200/1850/S5000V3) 5 年

ルーター 9×5×翌営業日発送

1年

スイッチ (スペアパーツ発送) 

無線コントローラ

セキュリティ製品 ファイアウォール

ソフトウェア

ネットワーク製品
IMC/Director/ Controller/SMP ソフトウェアメディア

交換のみ 90 日
Cloud製品
Cloud(CloudOS/CAS/ONEStor/UIS)

製品カテゴリー 詳細 保証タイプ 保証期間

エンタープライズサーバー ラックサーバー 9×5×翌営業日発送
お客様自身での交換/

返却
3 年

UIS Cell UIS Cell 3000 G3/G5

補足説明：

・基本保証は別途購入する
必要はありません。

・詳細なサービス内容および
他のH3Careサービスにつ
いては弊社HP「エンタープラ

イズ製品基本保証」を参照し
てください。

・9x5（9時間: 9:00 – 18:00
5日:月曜から金曜日）

エンタープライズ製品基本保証

エンタープライズ製品基本保証(Enterprise product Limited Warranties)
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製品カテゴリー 製品モデル
顧客交換可能部品
(CRUs)

関連資料

ラックサーバー

R4300 G3 ディスクドライブ; 電源
https://download.h3c.com/d
ownload.do?id=6438972

R6700 G3 ディスクドライブ; 電源
https://download.h3c.com/d
ownload.do?id=6439009

R4900 G3/G5 ディスクドライブ; 電源
https://download.h3c.com/d
ownload.do?id=6439008

R4700 G3/G5 ディスクドライブ; 電源
https://download.h3c.com/d
ownload.do?id=6438999

R6900 G5 ディスクドライブ; 電源
https://download.h3c.com/d
ownload.do?id=6439010

UIS Cell UIS-Cell3000 ディスクドライブ; 電源
https://download.h3c.com/d
ownload.do?id=6439008

エンタープライズ製品基本保証(Enterprise product Limited Warranties)

• CRU(Customer Replaceable Units)

部品の交換：部品交換の必要がある場
合、基本的には「エンタープライズ製品
顧客交換可能部品ガイド」を参考し、
H3Cテクニカルサポートセンターの指示

に基づいて、交換可能な部品をお客様
独自にインストールまたは交換します、
オンサイトサービスは提供しません。

• CRU部品の詳細は右表に記載。
• H3Careに関する詳細は「H3Care 保

証サービスV2.1(H3Care Foundation 

Service)」に準拠します。
✓ CRU部品の増減は「エンタープライズ

製品保証ポリシー V3.0」に準拠します。
✓ Server&UIS Cell 製品に対するサービ

スレベルは5X9から7X24に変更。

• 「エンタープライズ製品保証ポリシー
V3.0」は、2022年12月1日から有効にな
ります。

付録: エンタープライズ製品CRU(顧客交換可能部品)ガイド

https://download.h3c.com/download.do?id=6438972
https://download.h3c.com/download.do?id=6438972
https://download.h3c.com/download.do?id=6439009
https://download.h3c.com/download.do?id=6439009
https://download.h3c.com/download.do?id=6439008
https://download.h3c.com/download.do?id=6439008
https://download.h3c.com/download.do?id=6438999
https://download.h3c.com/download.do?id=6438999
https://download.h3c.com/download.do?id=6439010
https://download.h3c.com/download.do?id=6439010
https://download.h3c.com/download.do?id=6439008
https://download.h3c.com/download.do?id=6439008
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カテゴリー 製品BOM 製品名 サービスの説明 サポート説明

設置 &
導入サービス

8814A0KV SV-BC-EOS-OS
H3C Server 標準ハードウェアの
インストールおよびスタートアップ
サービス - インターナショナル

• 導入準備
• キャビネットの設置 (有機的なキャビネット構成に適用)

• オペレーティング システムのインストールと構成
• 製品ハードウェアの統合とラックへの設置 • 基本的な製品ト
レーニング

8814A0R1 SV-BC-EOS-OS 高度なソフトウェア導入サービス

12500、16000機器の場合
• ソフトウェア導入技術ソリューションの構成
• ソフトウェアのデバッグと展開
• オンサイトトレーニング

• 標準 : 設置 & 導入サービス
• カスタマイズ: エンジニアリングオンサイトサポートサービス

プロフェッショナルサービス – ICTインストール & 導入サービス
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リモートテクニカルサポート セルフサポート

サービスホットライン-H3C

• フリーダイヤル

• 日本語対応（営業時間

内）

• 全製品に対応

• 7*24H サポート

Public Mailbox

• h3cts@h3c.com

CC:&TS-INTL-

JPN@h3c.com

• より詳細なフィード

バックする際

• 7*24H サポート

サポート-H3C

• 製品情報

• 保証のお問い合わせ

• ライセンス関連

• マニュアル関連

• ソフトウェア関連

オンサイトサポート

オンサイトサポート（オプ

ション）

・スペアパーツの交換

・デモンストレーション、実

装、メンテナンス、トレーニ

ングなど。

テクニカル サポート チャネル概要

Web to Case(推奨)

• オンラインで問題特定

• 全製品に対応

• 7*24h サポート

H3C サーバー トラブルシューティングガイド
H3C製品 障害情報収集クイックガイド(GUIを利用)

https://www.h3c.com/jp/Support/Online_Help/Service_Hotlines/
mailto:h3cts@h3c.com
mailto:h3cts@h3c.com
https://www.h3c.com/jp/Support/
http://www.h3c.com/en/BizPortal/PortalEN/TechnicalFeedback/TechnicalFeedback.aspx
https://knowledge-jp.h3c.com/TechDoc/details/106
https://knowledge-jp.h3c.com/TechDoc/details/313
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H3CのHDM（ハードウェアデバイス管理）は、H3Cサーバーのハードウェアを管理・監視するためのシス
テムです。

キーボード、マウス、ビデオのリダイレクト、テキストコンソールのリダイレクト、リモートバーチャルメ
ディア、ハードウェア監視など、様々な機能を提供します。

HDMは、H3Cサーバーのライフサイクル全体にわたって、ハードウェアの監視、管理、セキュリティ制御
を行うことができます。また、IPMI、SNMP、Redfishなどの業界標準にも準拠しています

H3C HDM概要
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H3C HDMの主な機能と特徴

ハードウェアの管理:
サーバーのハードウェアを管理できます。

ハードウェア障害の監視と診断:
サーバーのハードウェアの状態を監視し、障害が発生した場合の診断を支援します。

各種インターフェース:
Web GUI、テキストコンソールなど、様々なインターフェースを通じてサーバーの状態を把握できます。

セキュリティ機能:
ハードウェアの暗号化や、仮想マシンの暗号化など、セキュリティ機能を強化します

関連ドキュメントはドキュメントセンターを参照
H3C HDM2 テクノロジーホワイトペーパー

https://knowledge-jp.h3c.com/TechDoc/details/317
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(旧FIST)

HDMのアーキテクチャー
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HDMのアーキテクチャー



www.h3c.com 28

HDMへのログイン

HDMのデフォルトのアカウント: username/password: admin/Password@_

HDMシュミレーター: https://simulatorhdm2.h3c.com/user/login 

https://simulatorhdm2.h3c.com/user/login
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HDM: ダッシュボード( Language Switch/English)

Dashboard
Dashboardページでは、

サーバーの全体的なヘル
スステータスとサマリーア
ラーム情報を表示できま
す。

サーバーの全体的なヘル
スステータスは、プロセッ
サー、メモリー、ファン、パ
ワーサプライ、ストレージ、
PCIeモジュール、温度セン
サー、システムボード、
バックプレーン、アダプ
ターカードなど、関連する
コンポーネントのヘルスス
テータスによって異なりま
す。
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HDM: ダッシュボード ( 言語切り替え/日本語)

ダッシュボード
ダッシュボードページで
は、サーバーの全体的なヘ
ルスステータスとサマリーア
ラーム情報を表示できます。

サーバーの全体的なヘル
スステータスは、プロセッ
サー、メモリー、ファン、パ
ワーサプライ、ストレージ、
PCIeモジュール、温度セン
サー、システムボード、バッ
クプレーン、アダプターカー
ドなど、関連するコンポーネ
ントのヘルスステータスに
よって異なります。
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HDM: System

System

System Overview
製品情報
・デバイス名:サーバーモデル。
・サーバータイプ：サーバータイプ。

・部品番号：サーバーのモデルに対応す
る部品番号。システムがサーバーの部品
番号を取得できない場合、このフィールド
には「N/A」と表示されます。

・製品シリアル番号：サーバーのシリアル
番号。
・製造元:サーバーのメーカー。

・資産タグ：サーバの資産タグ。この
フィールドはオプションです。資産タグは1
～48文字の文字列で、文字、数字、ス

ペース、および以下の特殊文字のみを含
めることができます：` ~ ! @ # $ % ^ & * ( ) 
_ + - = [ ] { } | ; ' : ¥ " , . / < > ?
ファームウェア情報
・プライマリHDMバージョン：プライマリ
HDMイメージのファームウェアバージョン。

アイコンにマウスオーバーすると、現在の
HDMバージョンがプライマリバージョンで

あることを示すメッセージが表示されます。
アイコンをクリックすると、「インストール
パッケージ管理」ページ にアクセスできま
す。詳細情報はここに表示されます。
・プライマリ HDM のコンパイル時刻: プラ
イマリ HDM イメージの最新の更新時刻。
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HDM: System

System

Storage
ストレージコントローラ
・デバイス名: ストレージ コントローラーのモデ
ル。
・ファームウェア バージョン: ストレージ コント
ローラのファームウェア バージョン。
・ベンダー: ストレージ コントローラーの製造元。
・フラッシュ:電源障害保護モジュールのフラッ
シュ カードのステータス。
・ LSI ストレージ コントローラの場合、ステータ
ス オプションには次のものが含まれます。
・正常-フラッシュ カードは正常に動作していま
す。
・異常-フラッシュ カードが正常に動作していま
せん。
・不在-フラッシュ カードがスーパーキャパシタ
に接続されていないか、しっかりと取り付けら
れていないか、まったく取り付けられていませ
ん。
・ PMC ストレージ コントローラの場合、ステー
タス オプションには次のものが含まれます。
・正常-フラッシュ カードは正常に動作していま
す。
・不在- 電源障害モジュールのフラッシュ カー
ドが確実にインストールされていないか、まっ
たくインストールされていません。
・初期化中-フラッシュ カードを初期化していま
す。
・異常なステータスコード—フラッシュカードが
正常に動作していません。ステータスコードを
確認することで、フラッシュカードが異常状態
になる原因となる例外を特定できます。
・警告_ステータスコード—フラッシュカードに警
告が発生しています。ステータスコードを確認
することで、フラッシュカードが警告状態になる
原因となる例外を特定できます。
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HDM: System

System

Power Management

HDMは、UniSystem

との連携を通じて、
データセンターサー
バーのインテリジェン
ト消費電力上限と非
常用消費電力上限を
サポートします。イン
テリジェント消費電力
上限を使用すると、
サービス特性に基づ
いてサーバーの消費
電力上限値をインテリ
ジェントに調整できる
ため、顧客サービス
の導入を最適化する
のに役立ちます。
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HDM: System

System

Thermal

Management
HDMでは、過去24時間、過去7日間または
過去30日間のセンサーの測定値(温度、電
流、電圧、ファン速度または電力)を折れ線
グラフで表示できます。グラフの線の上にマ
ウスを置くと、統計収集期間中の最大、平
均および最小の測定値を表示できます。
・ステータス:コンポーネントの温度ステータ
ス:
・正常—温度は正常で、下限マイナーしきい
値と上限マイナーしきい値の間です（下限と
上限は含みません）。操作は必要ありませ
ん。
・マイナー—温度がメジャー下限値（下限値
を含まない）とマイナー下限値（下限値を含
む）の間、またはマイナー上限値（上限値を
含む）とメジャー上限値（上限値を含まない）
の間です。管理者による対応が必要です。
・メジャー - 温度が、下限危険しきい値（含
まない）と下限メジャーしきい値（含む）の間、
または上限メジャーしきい値（含む）と上限
危険しきい値（含まない）の間にあります。
直ちに対処が必要です。
・クリティカル- 温度が下限クリティカルしき
い値以下、または上限クリティカルしきい値
以上です。直ちに対処が必要です。
・ N/A —監視 対象コンポーネントがインス
トールされていないか、温度センサーを読み
取ることができません。
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HDM: Configuration

Configuration

Network
・Normal mode: ユーザーは、共

有ネットワークポートまたは専用ネッ
トワークポートを介してHDMにアクセ
スできます。2つのポートのIPアドレ
スは、異なるサブネットに属している
必要があります。

・Port active/standby

mode :HDMは通信ポートとして専
用ポートを優先し、共有ポートと専
用ポートはアクティブ/スタンバイ状
態になります。一度にHDMにアクセ
スするために使用できるポートのタ
イプは1つだけで、専用ポートの方
が優先順位が高くなります。

・Automatic shared port

selection: ネットワークアダプター

ポートの接続ステータスに基づいて、
共有ポートを自動的に選択します。
この機能には、次の利点がありま
す:少なくとも1つのネットワークアダ

プターポートが接続されていれば、
共有ポートを介してHDM管理を実
行できます。
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HDM: Configuration

Configuration

License

Management
ライセンスベースの機能を使用
するには、サーバーメーカーから
ライセンスを購入し、インストー
ルする必要があります。HDMの
ライセンスベースの機能の詳細
については、HDMのライセンスマ
トリックスをご覧ください。ライセ
ンスの取得方法の詳細について
は、ライセンスユーザーガイドを
ご覧ください。
アクティベーション ファイルを取
得したら、この機能を使用してア
クティベーション ファイルをイン
ストールし、ライセンスベースの

機能を使用できます。

HDMでライセンスが必要な主な機能一覧（有償）
機能 内容
KVM over IP（リモートコンソール） ブラウザ経由でのOSインストール・BIOS操作など。
Virtual Media（仮想メディア） クライアントPCのISOイメージをマウントしてリモートから使用可能。
詳細なハードウェア監視 詳細なセンサー情報やアラート機能が有効になる場合あり（モデルに依存）。
リモート電源制御の拡張機能 より詳細な電源管理（スケジュール機能など）が含まれる場合あり。
ユーザーロールの高度な設定 LDAP、AD連携やロールベースアクセス管理などの高度な管理者機能。
ファームウェアアップグレード（リモート）GUI上からのリモートアップグレード機能（CLIでは可能な場合もあり）。
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HDM: Remote Services

Remote Services

Services
KVMと比較すると、H5 KVMはプ

ラグインを必要としません。
HTTPS経由でH5 KVMリモートコ
ンソールにアクセスして、サーバー
をリモートで管理できます。H5 

KVMは、デュアルCDイメージのマ
ウントをサポートしています。
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HDM: Remote Services

Remote Services

Remote Console
HDM は次のサービスを提供します。
・CD -メディア-仮想 CD および DVD に
アクセスします。
・FD -メディア-仮想フロッピー ディスク ド
ライブへのアクセス。
・ HD -メディア-仮想ディスク ドライブと
USB へのアクセス。
・ HTTP —ハイパーテキスト転送プロトコ
ル (HTTP) を使用して HDM に接続しま
す。
・ HTTPS —Hyper Text Transfer Protocol 
over SecureSocket Layer (HTTPS) を使
用して HDM に接続します。
・ IPMI —HDM へのリモート管理制御プロ
トコル (RMCP) または RMCP+ 接続。
・ KVM —リモート コンソールからサー
バーにアクセスします。
・ ASD（Remote_XDP ） —XDPを介したリ
モートデバッグと診断。このサービスは、
R4700 G6 、R4900 G6 、およびB5700 G6
サーバでのみ利用できます。
・ SNMP —HDM への SNMP アクセス。
・ SSDP —HDM への SSDP アクセス。
・ SSH — HDM への SSH アクセス。
・ Telnet —HDM への Telnet アクセス。
・ VNC —仮想ネットワーク コンピューティ
ング (VNC) クライアントからサーバーに
アクセスします。
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HDM: O&M Diagnosis

O&M Diagnosis

Logs
イベントログには、サーバーセン
サーによって報告されたイベント
が記録されます。イベントの重大
度レベルには次のものがありま
す。
・Info -イベントはシステムに悪
影響を及ぼしません。アクション
は必要ありません。情報イベント
の例には、予想される状態変更
イベントやアラームが削除された
イベントなどがあります。
・Minor -イベントによるシステ
ムへの影響は軽微です。重大度
の上昇を回避するには、迅速な
対応が必要です。
・Major -このイベントにより、シ
ステムの一部に障害が発生し、
サービスが中断される可能性が
あります。即時のアクションが必
要です。
・ Critical -このイベントにより、
システム停止または電源障害が
発生する可能性があります。た
だちに対処する必要があります。
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HDM: O&M Diagnosis

O&M Diagnosis 

Alarm Settings
HDMは、生成されたイベント
ログをサーバーから指定した
ユーザーに報告するための
アラート電子メールの送信を
サポートしており、ユーザー
がサーバーの操作ステータス
を監視するのに役立ちます。
SMTPサーバードレスには、
IPv4アドレス、IPv6アドレスま
たはドメイン名を使用できま
す。HDMは、匿名ユーザー
および認証ユーザーへのア
ラート電子メールの送信をサ
ポートしており、最大15人の
受信者ユーザーを構成でき
ます。HDMでは、重大度レベ
ルに基づいてアラートイベント
をレポートできます。重大度
レベルは、Info以上、Minor

以上、Major以上および
Critical以上です。
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HDM: O&M Diagnosis

O&M Diagnosis 

Resource Summary

• CPUレベルの監視では、
CPUのCUPSメカニズムを
使用して、CPUレベルでリ

ソースの使用状況を監視し
ます。

• OSレベルの監視は、FIST

SMSに依存してOSレベルで
リソースを監視する。CPU占

有、メモリー使用量、ドライブ
使用量、ネットワーク使用量
など、インバンドオペレー
ティングシステム内のリソー
スの使用状況を検出できる
リソースの使用状況に関す
る履歴データを提供し、将来
のデータを予測します。一部
のリソースで使用される履
歴データに基づいて、将来
のデータを予測してページ
に表示できるAI予測モデル

を確立し、障害を事前に防
止および処理します。
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HDM: Firmware & Software

Firmware & Software

Firmware Inventory

・イメージのバックアップ

ファームウェア情報の確認ペー
ジでバックアップの有効化を選択
すると、HDMは使用中のファー
ムウェアイメージファイルをファー
ムウェアレポジトリに自動的に
バックアップします。

・BIOSの自己アップグレード

BIOSファームウェアを更新する
場合、ユーザー設定を予約する
か、ユーザー設定を上書きする
かを選択できます。HDMは、
BIOSのファームウェアファイル
のみをeMMCにアップロードしま
す。後でホストが再起動すると、
BIOSはHDMを介してeMMCか
らファームウェアファイルを取得
し、関連する構成戦略を実装す
るためにファームウェア自体を
アップグレードします。
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HDM: Firmware & Software

Firmware & Software

System Software

・差分機能パッケージ、コー
ルドパッチ、およびホット
パッチ

インストールパッケージに
は、機能パッケージとパッ
チパッケージ(コールドパッ
チとホットパッチを含む)が
含まれています。
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HDM: Users & Security

Users & Security

Users

•Administrator: ユーザーは、
HDMでの設定と制御のすべ
ての権限を持っています。

•Operator:管理者と比較し
て、ユーザー管理および保
守診断を除くすべての設定
および制御権限を持ち、特
定の機能の日常の基本操
作に関する設定権限を持
ちます。

•User: 読み取り専用アクセス
権があり、HDM構成を変更で
きません。

•CustomRoleN: カスタム
ユーザーロールの名前。シ
ステムは、最大5つのカスタ
ムユーザーロールをサ
ポートします。管理者は、カ
スタムユーザーが持つ権
限を構成できます。
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HDMは、IPMI 1.5/IPMI 2.0仕様と互換性があります。データセンター管理インターフェイス
(DCMI、サポートされているデータセンター管理インターフェイス)を使用すると、LPC/eSPIチャ
ネルまたはLANチャネルに基づくサードパーティツール(ipmitoolなど)、またはUSBチャネルに基
づくBMCCLIツールを使用して、サーバーを効果的に管理できます。

LPC/eSPIチャネル :KCS/BTプロトコルを実行します。ipmitoolおよびその他のツールは、サー
バーのローカルオペレーティングシステムで実行する必要があります。

LANチャネル: UDP/IPプロトコルを実行します。ipmitoolおよびその他のツールを使用すると、
サーバーをリモートで管理できます。

USBチャネル: BMCCLIプロトコルを実行します。BMCCLIツールは、サーバーのローカルオペ
レーティングシステム上で実行する必要があります。
BMCCLIツールおよびサードパーティ製ツールは、WindowsおよびLinuxシステムをサポートして
います。

IPMI
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IPMIコマンド：シャーシの状態



www.h3c.com 47

Redfish

Redfishは、RESTfulインターフェイスを使用してデバイス管理を実現するHTTPSサービスに基
づく管理標準である。各HTTPS操作は、UTF-8でエンコードされたJSON形式(JSONはキーと値の
ペアで構成されるデータ形式)でリソースまたは結果を送信または返す。このテクノロジーには、
開発の複雑さを軽減し、簡単に実装して使用でき、拡張性を提供するという利点があると同時に、
設計の柔軟性も可能にする。

RedfishはREST APIとソフトウェア定義サーバー(データモデル)を使用しており、現在は標準組織
であるDMTF(www.dmtf.org)によって管理されている。

HDMはRedfish 1.15.1仕様をサポートしており、ユーザー管理やサーバー情報および管理モジュー
ル情報の取得など、一般的なHDMおよびBIOS設定を実装できます。図7に示すように、Redfishク
ライアントはHTTP要求を送信し、TokenまたはBasicを介して認証し、データベースからデータ
を取得し、読み取り結果を返します。データベースは、SELおよびIPMIを介してリアルタイムで内
容を更新します。
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Redfishコマンド

RedfishのコマンドはactionとURLIが含まれます

リクエストのactionをRedfishクライアントが受け付けます
• GET Getや問い合わせを表します
• POST 作成を表します
• PATCH 現在の設定の更新を表します
• DELETE 削除を表します

共通のURIはhttps://device_ip/redfish/v1/path
[https://device_ip]: URIアドレス、device_ipはターゲットサーバーのHDMIアドレス
[/redfish/v1]: サービスとバージョン、Redfishバージョンはv1
[/path/]: リソースへのパス
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Redfishコマンドの例
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1. 障害検知と診断
iFISTはリアルタイムでネットワークやデバイスの状況を監視し、異常を検知します。

・自動障害検知：ネットワーク内でのパフォーマンス低下や障害を即座に識別します。
・問題の根本原因解析（RCA）：AIやデータ分析技術を活用し、問題の原因を特定します。

2. インテリジェントなトラブルシューティング
・問題解決のためのガイダンスを提供し、迅速に対応可能です。
・デバイスログの自動収集・解析により、運用負担を軽減します。

3. ネットワークの健全性評価
・過去のデータを分析して、ネットワーク全体のパフォーマンスを評価します。
・将来的な問題の発生を予測し、予防措置を推奨します。

4. 統合されたダッシュボード
・視覚的なデータ表示で、ネットワークの状態を一目で把握可能。
・シンプルで直感的な操作インターフェースを提供します。

H3C iFIST概要(有償)
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iFISTのアーキテクチャー
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iFISTモジュール

☜ iFISTモジュール
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iFISTとUnisystem(旧FIST)の違い

ソフトウェア インストール 機能

iFIST H3Cサーバーに組み込まれているため、マ
ニュアルでインストールする必要はありま
せん。

iFISTで管理できるのは、ローカ
ルサーバーのみです。

Unisystem(旧FIST) 管理デバイス(PC、仮想マシンまたはサー
バー)にマニュアルでインストールする必要
があります。

Unisystemは複数のサーバーを
管理できます。

関連ドキュメントはドキュメントセンターを参照
H3C サーバー iFISTクイックスタートガイド
H3C サーバー iFISTユーザーガイド

https://knowledge-jp.h3c.com/TechDoc/details/314
https://knowledge-jp.h3c.com/TechDoc/details/315
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iFISTへの直接ログイン

ラックマウントサーバーの場合 ブレードサーバーの場合
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HDMホームページ経由のログイン

HDMのデフォルトのアカウント: username/password: admin/Password@_
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HDMホームページ経由のログイン スタート KVM
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KVMページ Power Force System Reset
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BIOS起動画面 F10をクリック
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iFISTホームページ
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iFIST機能一覧

システムのインストール
従来、管理者はサーバーにオペレーティングシステムをインストールするために、さまざまな機能ページにアクセスして複雑な一
連のタスクを完了する必要がありました。
iFISTは、OSインストールタスクをOSインストールウィザードに統合し、統一されたインターフェイスから段階的にインストール
プロセスを案内します。OSインストールウィザードは、操作の複雑さと設定ミスの可能性を軽減します。
iFISTのOSインストールウィザードを使用して、RAIDアレイの設定、ドライバーのインストール、および設定ファイルのエクス
ポートとインポートを行うことができます。インストールの設定が完了すると、iFISTは自動的にオペレーティングシステムをサー
バーにインストールします。

インテリジェントな診断
この関数を使用して、次のタスクを実行します。
•Server Diagnostics: サーバー上のコンポーネントをスキャンして、コンポーネントベースのパフォーマンスおよび正常性診断の
統計を収集します。これにより、サーバーのトラブルシューティングが容易になり、サーバーの使用中に予期しない問題が発生す
るリスクが軽減されます。サーバー診断は、CPU、PSU、ファン、HDM、メモリー、およびPCIeデバイスなど、サーバー上のさま
ざまなコンポーネントの診断をサポートします。
•Memory Smart-Test: BIOSに組み込まれたメモリーテストツールを使用して、POSTメモリー初期化段階でメモリーをテストおよ
び修復します。
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iFIST機能一覧

コンフィギュレーション管理
この機能を使用して、次のタスクを実行します。
•Import configuration: USBフラッシュドライブ内のHDM、BIOSまたはRAID構成ファイルをシステムにインポートして、既存の
構成を上書きします。USBフラッシュドライブ内のコントローラー構成ファイルをストレージコントローラーにインポートして、
既存の構成を上書きすることもできます。
•Export configuration: 現在のHDM、BIOS、RAID、またはコントローラー設定をエクスポートし、コンフィギュレーションファ
イルを生成して、USBフラッシュドライブのルートディレクトリにあるiFIST/ConfManageディレクトリに保存します。
•ACS configuration: ACS機能およびACS制御を設定します。

ログのダウンロード
この機能を使用して、OSログ、SDSログ、システム運用ログ、および特定のコンポーネントをダウンロードし、サーバーに挿入さ
れているUSBフラッシュドライブのiFIST/LogDownloadディレクトリに保存します。

ファームウェアの更新
この機能を使用して、サーバーおよびコンポーネント(HDM、BIOS、CPLD、ストレージコントローラー、ネットワークアダプター、
ドライブなど)のファームウェアを更新します。

安全なデータ消去
この機能を使用して、サーバーに保存されているHDM、BIOS、およびストレージデータをクリアし、ユーザーデータの侵害を回避
します。
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OSの自動インストール(概念)

OSの手動インストールプロセス中に、次の問題が発生することがよくあります。

• ストレージコントローラードライバーがOSイメージに統合されていないため、インストールプロセ
ス中にハードディスクドライブが認識されません。

• OSのインストールプロセス中に手動による介入(インストールパラメータの設定など)が必要になる
ため、O&M時間が長くなります。

• オペレーティングシステムのインストール後、ユーザーは必要なドライバを手動でインストールす
る必要があります。

上記の問題に対処するために、iFISTでは、サーバーへのOSの自動インストールを提供しています。
ユーザーは、iFIST WebインターフェイスですべてのOSインストールパラメータを構成できます。こ
れにより、手動で操作することなく、サーバーにオペレーティングシステムが自動的にインストール
されます。
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OSの自動インストール（機能概要）

Configure system settingsページを開くと、iFISTは次の操作を実行します。

1. ユーザー定義のイメージソースに従って、インストールするOSイメージのタイプを決定します。サポートされ
ているイメージソースには、CD(物理CDまたはHDM仮想メディア)およびUSBフラッシュドライブが含まれます。

2. ユーザーが選択したレポジトリ(CDまたはUSBフラッシュドライブ)とiFIST内蔵ドライバーを識別します。次
に、iFISTは、OSに一致し、レポジトリにインストールできるドライバーをConfigure system settingsページに
表示します。リポジトリはH3Cによってリリースされ、サーバ用のドライバとファームウェアのインストール
パッケージのバンドルが含まれています。

このページで構成可能なOSインストールパラメータは、OSタイプによって異なります。たとえば、Windowsオ
ペレーティングシステムをインストールするには、次のタスクを実行します。
• インストールするドライバを選択します。
• インストールするOSイメージファイルを選択します。たとえば、イメージソースに2つのイメージファイル
(Standard EditionとDatacenter Edition用のWindows Server 2012 R2 ISOファイル)が含まれている場合、どちら
をインストールするかを選択できます。
• オペレーティングシステムのホスト名、パスワード、およびキーを指定します。
• OSインストールのターゲットドライブ(物理または論理)を指定し、ドライブ容量を設定します。ランダムなド
ライブにOSをインストールするのとは対照的に、指定したドライブにオペレーティング・システムをインストー
ルすると、データ損失のリスクを軽減できます。
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OSの自動インストール（手順）

各OSベンダーは、Linux用のks.cfgファイルベースのメカニズムやWindows用のunattend.xmlファ
イルベースのメカニズムなど、独自の自動OSインストールメカニズムを実装しています。ベンダー
固有の自動OSインストールメカニズムの詳細な分析に基づいて、iFISTは自動OSインストール機能
を提供し、ほとんどの主要なオペレーティングシステムの自動インストールを可能にします。この
機能は、互換性のあるストレージコントローラドライバがないために発生するハードドライブ認識
の問題も解決します。iFISTの自動OSインストール機能は、OSインストールプロセスを大幅に高速
化し、サーバのO&Mコストを削減します。
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OSの自動インストール（手順）

ドライバの自動インストール

サーバーにオペレーティング・システムをインストールした後、iFISTはオペレーティングシステム
に必要なドライバのインストールに進むことができます。ユーザーは、ドライバパッケージを含む
リポジトリをサーバーにマウントし、OSインストール設定でインストールするドライバを選択する
だけです。その後、OSのインストールが完了すると、iFISTは自動的にドライバをインストールし
ます。



www.h3c.com 67

iFIST:インテリジェントな診断
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iFIST:高速診断の実行
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iFIST:高速診断の実行結果
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iFIST:負荷テストの実行
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iFIST:負荷テストの実行結果
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iFIST:データのエクスポート



www.h3c.com 73

iFIST:メモリースマートテスト
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iFIST:メモリースマートテストの実行結果
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iFIST:コンフィギュレーション管理
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iFIST: ACS(Auto Configuration Server)の設定

ACS機能の活用例
サーバーの一括構成：複数のサーバーに対して、事前に用意した構成ファイルを用いて
一括で設定を適用できます。
迅速な再構成：サーバーの再展開や設定変更時に、保存された構成ファイルを使用して
迅速に再構成が可能です。
設定のバックアップと復元：重要な設定をエクスポートしてバックアップし、必要に応
じて復元することで、システムの安定運用を支援します。
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iFIST:ログのダウンロード
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iFISTファームウェア
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iFISTでRaid FWのアップグレード

用意して頂く物：
• USBディスク
• Raid 用ファームウェア
• Windows上で動くアプリケーション：

Ext2Fsd 0.68 

事前準備:

Linuxのext4というファイルシステムのRaidカード用ファームウェアをWindowsで
アクセスできるようにするためにExt2Fsdというツールを使ってフォーマット変換を
行います。
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HDMにアクセス
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Systemをクリック
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再起動: Power Management > Force power cycle
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再起動中
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Dashboardに戻ってKVMを開始

①

②
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F10をクリックしてiFISTを起動
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iFIST画面



www.h3c.com 88
88

この画面が現れるまで待機
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Ctrl+Alt+F1をマクロ登録

③

④
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Ctrl+Alt+F1でCLIモードに移行
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CLIモード画面
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dmesg | tailコマンドでUSBが正常に認識されているか確認
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mkfs.ext2 /dev/sda1mコマンドでUSBをフォーマット
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Windows側でExt2Fsdアプリをインストール
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Windows側でExt2Fsdアプリをインストール(続き)
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Raidカード用FWをフォーマットしたUSBにコピーする
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サーバを再起動して、再度CLIモードで、USBをMountする
mount /dev/sda1 /media/
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コントローラIDを確認する

FWを下記パスに移動する。
/usr/local/FISTServer/Jar/librhcopy/linux64/storcli64/

./storcli64 show コマンドでコントローラIDを確認する。

./storcli64 show
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FWをアップグレードする

./storcli64 /cx download file=***.rom

xはコントローラID
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H3C UniSystem（H3C統合システム）は、H3C社が提供する様々なITインフラを統一的に管理するため
のプラットフォームです。

主に、ネットワーク機器、サーバー、クラウド、仮想化などのリソースを統合的に管理し、効率化と最
適化を図る目的で利用されます。

具体的には、リソースのインベントリ管理、運用管理、セキュリティ管理、パフォーマンスモニタリン
グ、自動化などの機能を提供します。

H3C Unisystem概要

Unisystemシュミレーター: https://simulator-unisystem.h3c.com/main

https://simulator-unisystem.h3c.com/main
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H3C UniSystemの主な機能と特徴

統合管理:
ネットワーク機器、サーバー、クラウド、仮想化など、様々なITリソースを単一のプラットフォームで管
理します。

データセンターのライフサイクル管理:
サーバーの導入、構成、チューニング、省エネ、診断、廃止措置といったライフサイクル全体をインテリ
ジェントに管理します.

運用と保守の効率化:
運用と保守の作業を自動化し、効率化を促進します.

セキュリティ管理:
ネットワークセキュリティを強化し、脆弱性対策を講じます。
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H3C UniSystemの主な機能と特徴

自動化:
運用タスクの自動化、再起動、リソースの割り当てなど、様々なタスクを自動化します。

クラウド管理:
クラウドリソースのインベントリ管理、リソースの割り当て、セキュリティ管理などをサポートしま
す。

仮想化管理:
仮想化環境のインベントリ管理、仮想マシンの管理、リソースの割り当てなどをサポートします。

関連ドキュメントはドキュメントセンターを参照
H3C サーバー UniSystemユーザーガイド

https://knowledge-jp.h3c.com/TechDoc/details/329
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Unisystemのアーキテクチャー
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Unisystemのアーキテクチャー

保守・点検・診断サービス
(日本では未提供)
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Unisystemのアーキテクチャー

Unisystemは専用のハードウェア又は
サーバーソフトウェアとして提供されます

プライマリースタンバイ
(AEモジュール) ブレードサーバーでは

AEモジュールに
Unisystemがインストール
されています
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AEモジュールとOMモジュール
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Unisystemがインストールされたハードウェア(AEモジュール)

プライマリー スタンバイ

H3CのサーバーにおけるAEモジュールは、主にApplication Engine（アプリケーションエンジン）モジュールを指し、
特にH3Cのブレードサーバーシャーシ「UniServer B16000」シリーズで使用されます。
AEモジュールの主な役割
1. 統合管理プラットフォームの提供
AEモジュールには、サーバー運用管理ソフトウェアUniSystemがプリインストールされており、以下のような管理機
能を提供します：
ブレードサーバーやラックサーバー、スイッチの一括管理
RAID構成やOSの一括設定
テンプレートベースのサーバー構成管理（ステートレスコンピューティング）
最大5,000台のサーバーと30台のスイッチの管理が可能
2. ネットワーク接続のハブ機能
AEモジュールは、シャーシ内のOM（Operations Management）モジュールやICM（Integrated Communication 
Module）と接続され、管理ネットワークの中継点として機能します。
これにより、FISTやUniSystemによる管理トラフィックがAEモジュール経由で伝送されます 。
3. ハイブリッドITアーキテクチャへの対応
AEモジュールは、ローカルのエンクロージャーだけでなく、
他のエンクロージャー、ラックサーバー、スイッチの管理も可能であり、
ハイブリッドIT環境に適しています 。
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AEモジュールへアクセスするためのモジュール(OMモジュール)
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Unisystemサーバーアプリケーション
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Unisystemサーバーアプリケーション
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Unisystemサーバーアプリケーション



www.h3c.com 113

Unisystemへのログイン

Unisystemのデフォルトのアカウント: 

username/password: admin/Password@_
1. ブラウザのアドレスバーに、次のいずれかのURLを入力します。

 http://UniSystem ip address:port。ここで、portは
UniSystemが使用するHTTPポート番号を表します。

 https://UniSystem ip address:port。ここで、portは、
UniSystemが使用するHTTPSポート番号です。
UniSystemサービスの起動設定で、UniSystemのHTTP

ポートおよびHTTPSポートを構成できます。詳細は、H3C 

Servers UniSystem Installation Guideを参照してください。

2. UniSystemログインページで、UniSystemユーザーのユーザー
名とパスワードを入力します。
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Unisystemホームページ
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Enclosure Topology
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Server List
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Server List
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Server List
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Server List
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Server List
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Server List
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H3C UIS（Unified Infrastructure Solution）は、H3C社が提供するハイパーコンバージドインフラ
（HCI）製品です。

HCIは、計算資源、ストレージ、ネットワークなどをソフトウェアで統合し、アプライアンスとして提供
する製品です。

H3C UISは、企業や産業のデータセンター向けに設計されており、仮想化、ストレージ、ネットワーク、
管理を統合したソリューションを提供します。

H3C UIS概要

関連ドキュメントはドキュメントセンターを参照
H3C UIS HCI クイックスタートガイド

https://knowledge-jp.h3c.com/TechDoc/details/299
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H3C UISの主な特徴

アプライアンス型HCI:
物理サーバー（ノード）に計算、ストレージ、ネットワーク、仮想化エンジンなどを統合し、構築・運用
を簡素化します。

柔軟な拡張性:
物理サーバーを追加することで、計算資源やストレージを簡単に拡張できます。

コスト削減:
従来の仮想化環境と比較して、ハードウェアコストや運用コストを削減できます。

監視と管理:
計算資源、ストレージ、ネットワークなどの使用状況をリアルタイムで監視し、アラートやレポートを提
供します。

オープンアーキテクチャ:
オープンな標準に準拠しており、他のソフトウェアやハードウェアと連携しやすい
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UISマネージャーのアーキテクチャー

オプション
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UISマネージャーのアーキテクチャー
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UISマネージャーへのログイン
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UISマネージャーのダッシュボード
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UISマネージャーのダッシュボード(VM)
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UISマネージャーのダッシュボード(Networks)
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UISマネージャーのダッシュボード(Storage)
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UISマネージャーのダッシュボード(Hosts)
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UISマネージャーのダッシュボード(Alarms)
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https://www.h3c.com/jp/UISソフトウェアのダウンロード

https://www.h3c.com/jp/
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UISソフトウェアのダウンロード
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UISソフトウェアのダウンロード
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UISソフトウェアのダウンロード

UISソフトウェアのダウンロードには、パートナーアカウントなどでログインが求められます
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UISマネージャーのインストール
H3C UISマネージャーインストレーションガイド

https://knowledge-jp.h3c.com/TechDoc/details/93
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UISマネージャーのインストール
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UISマネージャーのインストール
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H3C CAS (Cloud Automation System) は、H3Cが開発した仮想化プラットフォームで、次世代クラウド
データセンター向けに設計されています。

H3C独自の仮想化カーネルを使用し、安定性とパフォーマンスを向上させています。具体的には、1秒以
内の障害検出やミリ秒単位のカーネル遅延を実現し、キャリアグレードの信頼性を実現しています。ま
た、リソース管理機能も充実しており、CPUやメモリの使用状況をグラフで表示し、管理者がリソース
計画を効率的に行うためのデータを提供します。

さらに、既存のVMware環境からの移行をサポートしており、統合管理、移行、ディザスタリカバリ
（バックアップ&リストア）の機能を提供します.

H3C CAS概要

関連ドキュメントはドキュメントセンターを参照
H3C CAS CVM クイックスタートガイド

https://knowledge-jp.h3c.com/TechDoc/details/298
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H3C CASの主な特徴

H3C独自の仮想化カーネル:
安定性とパフォーマンスを向上させ、キャリアグレードの信頼性を実現しています.

リソース管理機能:
CPU、メモリ、ディスクI/Oなどのリソース使用状況をリアルタイムでモニタリングし、グラフ表示する
ことで、管理者がリソース計画を効率的に行うことができます.

VMware環境からの移行サポート:
既存のVMware環境をH3C UIS環境に移行するための統合管理、移行、ディザスタリカバリ（バックアッ
プ&リストア）機能を提供しています.

コストメリット:
VMwareのサブスクリプション型ライセンスと比較して、買い切り型ライセンスで長期的なコストメリッ
トが高いです.
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H3C CASの主な特徴

オールインワンデータセンター:
コンピューティング、ストレージ、ネットワーク、セキュリティを統合し、データセンターの構築を簡素
化します

HCI (ハイパーコンバージドインフラストラクチャ) 環境との連携:
H3C UIS/CASは、HCI環境において、コンピューティング仮想化、ストレージ仮想化、ネットワーク仮想
化、O&M管理などを統合的に管理します.
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CASのアーキテクチャー
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サーバーの仮想化
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クラスターベースの集中管理
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高い可用性
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操作 説明
インストールと展開

H3C CASのインストールと展開方法については、『H3C CAS インストレーションガイド』
を参照してください.

オペレーター権限を設定する オプション.セキュリティを確保するためのベストプラクティスとして、初回ログイン時に管
理者オペレーターのデフォルトのパスワードを変更します。次に、異なる権限と許可を持つ
オペレーターを作成します。詳細については、オペレーターの管理を参照してください。

ステートフルフェイルオーバー環境
を設定する

オプション.プライマリノードの障害時にプライマリ/バックアップノードの切り替えを実行
してサービスの継続性を確保するために、管理ノードのステートフルフェイルオーバーを構
成します。詳細については、 『H3C CAS CVM ステートフルフェイルオーバーコンフィギュ
レーションガイド』を参照してください.

ライセンスを登録する

H3C CASは180日間の無料トライアルを提供しています。トライアル版と正式版は同じ機能
を提供します。トライアル期間終了後もH3C CASを引き続き使用するには、フランチャイ
ザーからライセンスを取得してトライアル版を正式版にアップグレードしてください。詳細
については、 『H3C CASローカルライセンシングガイド』を参照してください.

クラウドリソースを構成する

サーバー、ネットワーク、ストレージなどのハードウェアインフラをクラウドリソースとし
てシステムに組み込み、NTPサーバーなどの初期設定を行うことで、それらのリソースを一
元管理できます。そして、クラウドリソースを上位層のVMにオンデマンドで割り当てるこ
とで、多様化するサービス要件に対応します。

VMを構成する
必要な仕様で VM を作成し、サービス要件を満たすように VM を構成します。

管理プラットフォームのバックアッ
プを構成する システム バックアップ設定を構成して、システム データと構成ファイルをリモート サー

バーにバックアップします。

CASを初めて使用してデータセンターインフラを管理する手順
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クラウドリソースの構成とVMの構成
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クラウドリソースの構成とVMの構成
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応用： VMwareからの移行とバックアップ

https://knowledge-jp.h3c.com/TechDoc/details/305
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02

01

保証及びテクニカルサポート

サーバー管理プラットフォーム概要( U-Center )

03

サーバー関連日本語ドキュメントの紹介

0404 HDM04

04040404 CAS概要 / インストール08

サーバー管理プラットフォーム関連

UIS

0405

04 UIS概要 / インストール07

CAS

0406

iFIST / RAIDファームウェアのアップグレード

Unisystem(旧FIST)
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https://www.h3c.com/jp/CASソフトウェアのダウンロード

https://www.h3c.com/jp/
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CASソフトウェアのダウンロード
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CASソフトウェアのダウンロード
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CASソフトウェアのダウンロード

CASソフトウェアのダウンロードには、パートナーアカウントなどでログインが求められます
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CASのインストール

CASインストレーション前の作業
1. Dedicated Portを有効にします 2. ディスクにRAIDを設定します

H3C CAS インストレーションガイド

https://knowledge-jp.h3c.com/TechDoc/details/292
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CASのインストール
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CASのインストール
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CASのインストール
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